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海於披獅研修生が行なった流量1測定について

索えが蜜

潭本に地下水開発集団研修鴛一効轍鰻きれてから昨

年で凄圃黒の地下水研修淡仔抵杓れ花.ζの研修課禺

の夏つをして栃木県郡須で行溶り花流盤淑淀の実習紀

っいてのべてみぷう革

この地下水研修は地下水調査技獅研修のグリｰン1

コｰスと永井戸掘さく技術研修⑳カト靱一渓の髪つ

に分かれているか内容はいずれも講議鉦案習潟よび

見学籍であ蔦.昨隼の鶏愛回の地下水研修は藷る醐

から夏胡漢で実施され施秘ζれに参加し花園姓名お

よび律令はつぎのを捕りでおる古
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躍鱒次第

こζ熔研修塗が行なっ花流鐙測窟の鯖果を紹介しよラ､

奄.競滋翻瀧⑳薬機蝿蹴⑳撚規

関策近県の簑葛等ごろの河川些して郷同州を趨窟じ愁､

選憲灘戯ま案の畿ζる繁諸は葡緯魔郷須野湾原⑳飽芥

氷調餐壷狩溶棚怨潟り芯⑳辺の河州状況惣勾いで熟飾

泌榔満開係愁滋ゆ花淡海州規模憾褒る稽険塾籍慮じ

施忍&墨彼鰺⑳園蒋は太紡添象いの鷲滋篇或く柵1忍

滋澄流鐙測定⑳繁習蜜慧鷲潅が顯施淋蔭樽務馨｡

流鐙欄窪繁施欄廠は栃添県郷須翻籍羽駆繕滋る郷踊橘

湾鴻約念祭③鰍添沸⑳郷靭州漕滋黛て流路憾滋擦寄算で

澄蕃瀦測驚灘繭⑳災1源流憾珍蝉椛愁鷺流部磐溶繊

懇縞り麓灘徹逝鰯讃驚畿省⑳禽調水位諦観測所秘識麓

されている.

蒙.使馬欝械&測定芳濠

流瀧測定熔は幻ぎのぷ費な型裁⑳纂稼る籔種類の流

瀧諦密使用篶花串

(董)

この茅島劣ジ㎞ン甜滅…黙秘遜名ブ液…苗籔…渓

が餐屑濠滋繊で為り禽園紀彪吻では飽箏氷調養⑳薄

門技獅脅縞ぷび壷伝授術著&篶怒鶏夏線腿溝躍篶徽忘概)

る方膚芯務蕃曲

筆煮は研修諦爾の一撃裟じ芯狩扱勅勅勧湯沸鑑測篤樽)

に研修坐欝を同行し昭秘蹄濠煎蝸熔栃木県瀞須郡

黒羽町内の那珂川において実施した流量測定を指導した,

賀繋イ鼠製灘驚武競漉駄(嚢旗翰蚕塑)

鵜麟欽滅糠(V)鵬泌求められ

議硅

》鵬登.銭80猟冷⑧｡e⑪墓

棚澱一髪魏滋麟戴競滋雛(淋鶏鰯翼墾》

溝欝は慮識戴懇滋鳶愁紡鱗閥⑳滅遜繍議麓鷲慧藩

饗搬一籔魏灘欝戴競簸雛鰍鶏輸渓潔リ撒一製)

①第王瑳が使用し紀ブ受イス

型電音式流速諦(5回転1

音)

②第婁鍍鳶喉踊した｡滅一翼型霞読我流速鮒

⑬欝3襲が臓周したγ掴賢一隻型篭音式流速計

(20雇]il…≡…一音)�
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本器は積算型流速計であって流速は次式から求められ

'る

V鷺O｡鯉1N争O.005

V:流速(n〉蔓舵)

�

N=了独:翼の回転数丁:回転に要する秒数(搬)

すいように2㎜母液行なりている､漢泥水深に対

しては深さによって遂,無漆3､無法邊点法というよ

うに実施している.な為第3斑は時間の都合もあっ

て水深および流遠の測定は水面幅に対し遂獅僑に水

深に対しては大部分が笈点法で行なっている篶これら

の測定は左捧から実施するのか原貝リであるかここで

は交替時間の関係もあって第王班が左津から篤2

班第3班は有声から実施している｡きら紀測定申に

おける水位変化を細る淀め右岸水際に杭を設け仮水

位を測定している.

3､班の構成

測定人員の構成は流量測定の経験があるものもしく

は知識のあるものが必ず亙名が班にはいるようはして

3名で1班とし3班編成した.測定は鶏1班から順

次実施したが水面幅の至/3付近で水深の測定掛流速

計の保持掛および流速計の計測掛というように各自交替

させている.なお班員のうち泳げない人のために救

命具をつけさせている｡

鶏2班脈一Yar※M万T1鴛MyiηtMズ地a㎜※

篤3斑脈蟻㎎㎝g※晦｡柵bulM^鯛耐

(嫌印は流量測定の経験者1有知識者)

嬉古流遠の平均計算と流麗詠箆

各点ごとの水深に対して測定した流遠を平均して平

均流遠を求める.方法はつぎの当おり

第夏斑M篶Mi工亘鮒五言弧脱y※晦.Gho5allu

G蝸如

⑳流量測麓鰯砺村遮音ζ穀蟹蜜狐て玲喝

水位鶴渕蕨

三点漆:y狐鶯Vo.目

玉

鵬漆:鴨可(Vル･十VM)

エ

3点法:y脹了(V･･十2W･州･･)

至

遂,無法:V㎝醐一

�

/(W1仙･･臥凧)･去(･鉢1斗与)/

ここばVnユ:平均流速

V竈.竃V伽尋W固Voパ水深の2翻遂翻6翻潟よび8割

級あた葛点の流速区間流量の計算は区閥断面を梯形と考

吏次式から算出した

エ1

炉万(D･十D･)L･万(V･十V･)

こζ紀D讐:蕨繭の左端における水深

D里;騎繭の右端虹おける水深

L1区間畏

V祭1騎面左端における平均流連

W:欺面右端ぽ篤ける平均流速

こうして求めた区間流量の総計秘全断面に潟げる流量

である.

働

5.流麗測定結果

各班が行なった測定記録と流量言十算結果を錦亙表第

2表および策3表にそれぞれ示している｡な潟これ

らの計算は現地において計算尺を使用して求められて

いる.各瑳ごとに行なった流量測定緕果をあり襲とめ

て第4表は示している､春ら紅水深の測定および

各点における平均流速を比較するためこれらの関係を

鶏工図に示している､流量測定の結果郡同州の流量

は第媛表組示したように篤五斑が鰯,γ8が/蹴篤

郡蹄州1ご削予葛統鑑瀞腱麟衡

潮流に勅して麓釧こ抵る次ラ爾斜ζ統紡帖繊繊帆怒寛樫§.e蜘醐⑫鋼線を張っ

ているとこる水繭憾鑑｡独崖瀞鳩麦慈似窒嬢畿饗蕨鷲の自己水位観測所�
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瑳が蛾.68が/sec第3班

が22.25m-3/s雛をなりた帯

第王班第隻斑は使用し

た流速計の型式は異なって

いるか測定の方法は水平

目離に対して2㎜ごとに

水深に対する流速測定は

ほぼ同様な方法で実施して

いる｡これに対して篤

3班は水平目離に対して4

独ごとにしかも水深に対

する流遼の測定は大部分

が藪点法で行なっている｡

また測定の開始時から終了

時塞でに河川の水位カ茎

至善δCm低下している.
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6.測定結果について

河川流量を測定すると

測定の精度誤差等紀幼㍉

でしばしば質問春れる場合

雅少なく扱い.ここで少
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����第窒表欝簑襲の流鐙測定寵鰻���

点1�顧灘(㎜)�水深�磐深����

��ζ醐)�(醐)�流滋�平均流速��

����(m/蝸｡)�(m/蝋)�蔭間断薗穰�

������(醐2)�獲聞流鐙

�������(が/螂)
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1�2.0�工.⑪o�e｡蜘�α75���

���匁撚�似?2���

���狐徽�0.65�⑰｡鎚4��

���⑲.鋤�O.54���
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河州水位然一定の揚合同

一蹴繭で数回の測定が可能

であれば厳密匁意味の誤

差の問題を論ずること淋で

きるが自然減州紀抽いて

はζのような仮定はま

ずあり得ないのである､

測定流量はそれぞれの瞬間

紀おげる流量億を代表して

いるものを難解願い淀い.

今回の測定結果は型式

秘異なる各種の流速計を使

燭しているし測定方法に

精糧淋ある苦ま花後述す

るか測定し花断敵ま厳密に

は同一断面でないので厳

密恋意味の認差問題は展開

で慧狂いのである｡花だ

今回の測定結果為およそ

つぎのよう匁ことがいえる宮

エ｡水深の測定篤よび流連測定

結果ぽ各簸ごとに変化か認

められるのは欝工斑は船

首村遼欝婁班は船の串央

部というふうに船の串爽

翻躯ら船首護での約婁滋の

閥で移動が行なわれたため

であ算厳密岳ζは圃一断面

でなべ(第遥表および欝

1図参照)

2｡

よる平均流速の糊料ζは

個人驚は無凝できないよう

である曲

3.水宙幅1謝し独間隔お

よび遂狐間隔で測窟し施繍

果を第餐讃紀示している苗

渕憲の精粗1はる結果螢じ

淀断面積⑳愛化僚それぞ

れ寺至｡磯劣一⑪.餓鬼

とな夢嚢淀流量の変化は

それぞれ判｡鵬劣柵｡

δ3男となっていずれの場

合終おいても±凄｡o刎㌶

麓していない.(第§表参

照)�
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考.流速計の型式が異なりてい

ても測定方法に精粗があ

ってもさ島に上1下流

に多小の移動が行なわれて

も流量紀警しい養は認め

ら杓ない(最大流量最小

流量の差O.53脈鶉/sec最

大流量に対して2.3%)

5.しかしながら一断面にお

いて単独測定によ葛流鐙

の最確値(最もらい､値)

を祷る花めには測定に要

する時間を考慮する必要が

あるが測定間隔は可能な

限り密紀する方梯よい曲

ア｡測定結果の吟味

各班が行なった流量測定

記録から同一条件⑳3回

の測定値を得る淀め水面

幅に対して嬉狐間隔ごと

に測定した場合の流量潟よ

び断面積を求めそれぞれ

求めた結果を第6表に示し

た皿

ここでこれら測定1の結

果が水位の変化がなく一

定でありま花同一断面で

しかも同一種類の流速許で

測定され花ものと仮定すれ

ば第儀表に示し花ように

平均断面積に対する差は

それぞれ令!｡37%～一瞥｡82

%の範囲平均流量に対す

る差はそれぞれ刊曲67%

～⑰讐71%の範囲ということ

に匁る.しかしながら今

回の測定には明らカ･に河

川の水位低下秘認められて

潟ゆ前述の労法で求めた

平均流量は一屍測定に

要した約§蒔剛忍おはる流

量の平均値と思われカミちで

ある淋実際はそうで扱い

揖州の流水を測定する場合

はこれらの測定値をつき

ま曹で平均するわけははい

かないのである.
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2,螂
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2､◎1⑰

蓑｡測⑰

2.鑓0

錦魯表からも明らか匁よ

うに第簑班が行なった流

量は大き恋値を示している｡

今回の測定では河川水位

は逐次低下していた関係で

第婁班の流量は窮王班の流

量より減少し匁げればなら

ない｡したカ㌧て錦愛

班の流量値は不合理といわ

ねば柾ら泣い由これらの

関係を見やすくするために

第2図に示している,第

壌図は第夏班および第3球

が実施した流量を最確値&

し流量は水位に対して直

線的ぽ変化するものとして

いる凸ζの場合第凄班

の実測値は鵬,5腕3/secで

あり水位一流量の直線式

の補正から求められた第壌

班の最確値は鵬.32狐3/s㏄

であって最確樹ζ対する

第慧班の実測値の誤差は千

1圭08%と恋る(篤§表およ

び欝2図参照).

8｡あと赫巻

本文では流量測定の経

験者河川行政にたず慈わ

る水文技術者陪対しては

綾冷述べる必要略なく研

修生秘行匁った流量測定の

実際の記録と測定した流量

結果の記載とそれに驚

3の補仮説明で十分であっ

たしかレな秘ら流量

測定⑳結果しばしば測窟

の精度1誤差等が問題とな

っている､

流量測定の精度(誤差)

について質問をうけたある

先生が｢そうですねδ%

前後でしょう｣と平然とい

って抽られた缶これは十

餐劣および一5%となると

誤差の範囲は10%となり�
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とんでもない大慈な誤差と

なるのである咀しろうと

の創こ対しては説明のし

かた陵も一考を要する次第

である串またあるシン

ポジウムの席上某省の講

演者淡｢流量測定悠は大

き溶誤差ポ伴いがちであるJ

とレ､ったのに曳}し｢私の

経験でもそのと栖りである｣

などと簡単ぽ同調してい

た先生がおった.

ある年厳寒の渇氷期に

群馬県下神渕H下流陪あた

る鉄橋下で偶然流量測

定を実施している翫場を目

撃し花､損淀断面は袋の

口を開けたような場所で

ゴム斌一トを使用していた

か流速計の回転が遅いた

め寒空のなかで潰淀ぽ長

時間を要していた･実は

筆者もその隼の夏鉄橋

の直下で流量測定を実施し

たのであるがそのと:蜜は

適当な流れもありまず良

好な断面であった.とこ

ろ添真冬1ζは流れが少枚く

測定には好襲しく狂いので

約300狐上流熔流れも早く

格好恋測定断面があったの

でζζで測定をす嘆せた

帰途であっ愁昌薬省の流

量測定は限られ花測定断面

で実施しなければならない

批巧規則秘あるかも知れ

触嚇筆者はザ流量の

参考資料&しででもなぜ

上流絢300mの良好な断面

で測定し扱いのかとふし

ぎ扱気持で現場をぱなれた

のであった.
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第1班

第2瑛

第3褒

第5蓑

測定閥隔の違いによる厳繭讃および流量の変化

�

㎜㈱脾舳鰯蝸i噌眺×100

冗舌が過ぎ杷秘おもか

く河川流壁の測定誤差は大砲上終める2点間の巨離を

何回も精測して最確値を求めるの&讃しく事情が異溶り

Q独

Q血一Q3

9㎜

Q皿i≡22.進1

ている｡流水の断面積および流速が一定でないため

測定値は同一断面でも測定ごとに遣りてくる｡これら�
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第1図

各理が行なった水深の測定と流速渕定の比藪

の多数の測定値を測定時の水位に結びつけ水位一流量

の関係式から最確値を屍つけ芯すのである.

今回研修生が実施した流量測定は使用した抑速計

招よび測定断面の相撃および個人差なぜ跡あ吻たが流

量の誤差は牛王｡五%で諮りて巷間伝克るほ星大きな誤

;臣､帖山一__｡,一㈱｡_榊舳舳舳榊榊舳榊葦

{蟹購不二

国･堀内恵彦

毫窟士山はわが国第一の名山で静岡1{梨の両県

二熔蜜施がり典型的溶コぶ一デ式火山です刮むかし

嚢は不尽1不二1富慈柾ど&も書き雲た山頂火口壁

婁の起伏から事蓉峰･八梁峰をもよぱれました標高

…3η6,3㎜のこの山は首くから信仰の山として當士

;講の信者によって神聖な霊山としてたっとばれ凄

裏し花か四周からそびえる姿はま危異本の象徴&扱

竜り詩に歌にまた絵はとあらゆる機会ぽ表わ

重されております.版画では葛飾北斎の當嶽三十六

;蝋は有名ですが写真では富士を擬しては第一人雌

貞厨P【圃画'`国園蝉''間臨厨,､閲搦距刊鶴躍曄'覇鵠騨'蜀鶴酬咽麗囲宇申囎園輯一顧厨阿唖腰騨輔覇欧､国国匿'蜆囲騨“岡甥鮒

次

的

{固〕

→滅銑;〃醐〕

簸婁図水位と滋鐙の関係

差でない一流量測定の誤差を少なくするため概最大な

要件はたとえ測定者が専門家であろう'となかろうと

また平水時期であっても渇水期であっても測定断面

の選定であり測定は直流部を選ぶことを強調しておき

たい｡(撃者は熔局地質部)

で開かれた官設観光機関国際同盟の総会を記念して発豊

竃

行されたもので原画の美しさと印刷技術の優秀さ.

とい凄蛮でぽない大きな圃繭(48×33独m)かあ臨

い談脅で50円とい夢高額である紀もかかわらず発曽

充当目に即時売り切れたといういわく付きの初等で筆

す,琴

切手はグラビア四色刷りで原圃は横山画伯の作毒

品申でも随一といわれる作品です員木切手で當嘉

士山里題材にした切手は多くあり凄すか荘重華麗姜

さでこの切手の右は出るものは匁く全世界の山番芒

を固いた切手のなかでも為そらく最高級の作品でし蔓

よ㌫(鍛瀞は元所員現鳳本科学技術情報喰ン夢一)窒�


